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● 平成15年度介護保険料～65歳以上の月�
　 割額・徴収方法が確定�
● 11月６・７日開催“新潟ビジネスメッセ”�
　 出展企業を募集�
● “青少年育成センター”を７月１日に開設�

「
新
潟
地
域
合
併
問
題
協

議
会
」
の
６
回
目
の
会
合
が

６
月
16
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
岩
室
村
の
同
協
議

会
へ
の
参
加
が
正
式
に
承
認

さ
れ
、
13
市
町
村
で
の
協
議

が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
合
で
は
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
指
針
と
な

る
合
併
建
設
計
画
の
具
体
的

な
審
議
に
入
っ
た
ほ
か
、
行

政
制
度
の
調
整
方
針
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター …283－3030
水　　　道　　　局 …266－9311
災害時の問い合わせ …226－5656

北
中
東
石山

259‐7332
273‐9932
243‐5312
286‐4450

南
中央
坂井輪
西
黒埼

285‐2373
266‐5172
260‐3255
262‐3405
377‐2110

電 話 案 内

市ホームページ
http://www.city.niigata.niigata.jp
※ホームページアドレスの末尾に/mail/index2.html
をつけると各課のアドレスが検索できます
市モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.niigata.niigata.jp/i

絵
の
具
は
13
色
。�

ど
の
色
の
チ
ュ
ー

ブ
に
も
宝
物
が
い

っ
ぱ
い�！�

�議員の身分の取り扱い

�天然記念物保存管理計画策定委員会
日時 ７月７日午後２時から
会場 市役所第２分館601会議室
内容 鳥屋野逆さ竹やぶの保存管理
傍聴者の定員 10人
問い合わせ 歴史文化課（�内線2252）へ
�市歴史文化施設保存活用基本計画策定
委員会
日時 ７月９日午前10時～午後１時
会場 旧小澤家住宅（上大川前通）
内容 旧小澤家住宅の保存活用
傍聴者の定員 10人
問い合わせ 歴史文化課（�内線2253）へ
�市男女共同参画審議会
日時 ７月９日午後１時～３時
会場 市役所第２分館604会議室
内容 市男女共同参画行動計画
傍聴者の定員 10人
問い合わせ 男女共同参画課（�内線20
92）へ

附属機関などの会議開催 日
時

７
月
１
・
９
・
15
・
23
・
29
日
①
午
後
１
時
半
か
ら

②
午
後
７
時
か
ら
　
参
加
費

５
０
０
円

内
容

体
力
測
定
、
運
動
処
方
、
ほ
か

申
し
込
み

測
定
日
の
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
月
曜
〜

金
曜
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
�
２
６
６
・
８
１
１
５
）
へ

市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
体
力
診
断

今
回
は
、
議
会
議
員
の
身

分
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で

す
。旧

黒
埼
町
と
の
合
併
で

は
、
編
入
さ
れ
た
議
員
も
編

入
先
の
議
員
の
任
期
満
了
ま

で
在
任
で
き
る
在
任
特
例
を

採
用
し
、
旧
黒
埼
町
の
議
員

は
こ
と
し
５
月
１
日
ま
で
新

潟
市
の
議
員
と
し
て
活
動
し

ま
し
た
。

13
市
町
村
で
の
合
併
と
な

る
今
回
は
、
同

じ
よ
う
に
在
任

特
例
を
採
用
す

る
と
、
議
員
の

数
は
２
７
０
人

を
超
え
ま
す
。

２
月
21
日
に

開
か
れ
た
任
意

の
合
併
協
議
会

で
は
、
議
員
の

取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
「
合
併

改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
の

評
価
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。さ

わ
や
か
運
動
を
実
施
中

さ
わ
や
か
運
動
を
実
施
中

さ
わ
や
か
運
動
を
実
施
中

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
市
職
員
の
意
識

改
革
を
進
め
る
「
さ
わ
や
か

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
さ
わ
や
か
�
と
い
う
言
葉

に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

「
さ●

り
げ
な
く
」
「
わ●

か
り
や

す
く
」
「
や●

さ
し
く
」
「
か●

ろ

や
か
に
」
を
心
掛
け
、
さ
わ

や
か
な
市
役
所
に
変
え
て
い

こ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

窓
口
・
電
話
応
対
の
改
善

や
、
地
区
事
務
所
の
待
合
室

に
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
建
設
計
画
で
は
、
新

市
域
の
一
体
化
な
ど
に
有
益

な
事
業
と
し
て
、
各
市
町
村

か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業
の
報

告
が
あ
り
、
今
後
の
協
議
の

中
で
、
同
計
画
に
盛
り
込
む

事
業
を
絞
り
込
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
姿
を
明
確
に
す
る
た

め
、
「
交
通
体
系
の
整
備
」

「
産
業
の
振
興
」
「
自
然
と
共

生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

柱
に
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
施
策

を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
行
政
制
度
の

調
整
方
針
と
し
て
、
行
政
機

構
お
よ
び
組
織
の
取
り
扱
い

で
は
、
「
本
市
以
外
の
役

所
・
役
場
は
地
方
自
治
法
上

の
支
所
と
す
る
」
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
同
協

議
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
な

ど
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

地
区
事
務
所
な
ど
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
第
６
回
は
、
現
在
掲

載
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
域
合
併
推

進
課
（
�
内
線
２
１
７
０
）
へ

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.

niigatachiiki -gappei.jp/

新
潟
地
域
合
併
問
題
協
議
会�

建
設
計
画
の
審
議
が
具
体
化�

合
併
や
政
令
指
定
都
市
に

向
け
た
課
題
を
中
心
に
し
た

懇
談
会
「
市
長
と
語
る
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加

で
き
、
事
前
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
　
※
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。
石

山
会
場
に
つ
い
て
は
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

期
日
・
会
場

き
ょ
う
29

日
・
石
山
地
区
公
民
館
、
７

月
５
日
・
黒
埼
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

時
間

午
後
１
時
半
〜
３
時

内
容

市
長
説
明
、
質
疑
応

答問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

“市長と語る会”を開催�

きょうきょう2929日石山　日石山　7/57/5黒埼黒埼�

“市長と語る会”を開催�

きょう29日石山　7/5黒埼�

い
ま
す
。

な
お
、
遊
歩
道
全
線
の
供

用
開
始
に
合
わ
せ
、
式
典
や

渡
り
初
め
な
ど
の
開
通
式
を

７
月
５
日
に
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

日
時

７
月
５
日
午
前
10
時

〜
11
時

会
場

信
濃
川
左
岸
や
す
ら

ぎ
堤
（
Ｊ
Ｒ
越
後
線
鉄
橋
下

流
側
、
白
山
ポ
ン
プ
場
裏
）

問
い
合
わ
せ

西
土
木
事
務

所
建
設
課
（
�
２
６
８
・
４

０
５
０
）
へ

７
月
５
日
か
ら
全
区
間
の
利

用
を
開
始
し
ま
す
。

延
長
約
７
０
０
�
、
幅
員

３
�
の
こ
の
遊
歩
道
は
、
魅

力
的
な
散
策
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
歩
道
づ
く
り
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成

11
年
度
か
ら
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

誰
も
が
安
全
・
快
適
に
歩

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
途

中
交
差
す
る
３
本
の
道
路

を
、
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

の
３
つ
の
歩
道
橋
で
ク
リ
ア

す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
構
造
に
な
っ
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
政
改
革
・

創
造
推
進
課
（
�
内
線
２
１

８
１
）
へ

白
山
駅
と
や
す
ら
ぎ
堤
を

結
ぶ
遊
歩
道
の
終
点
部
「
や

す
ら
ぎ
遊
歩
橋
」
が
完
成
し
、

白
山
駅
〜�

や
す
ら
ぎ
堤�

遊
歩
道
が
完
成�

７
月
５
日
に
開
通
式�

改
革
と
し
て
、
職
員
に
よ
る

市
役
所
活
性
化
委
員
会
の
設

置
や
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
ほ
し
い
」
―
―
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
れ
ら
を
提

言
書
に
ま
と
め
て
市
に
提

出
。
市
で
は
、
提
言
書
を
踏

ま
え
て
基
本
指
針
を
決
定

し
、
さ
ら
に
こ
の
指
針
に
基

づ
い
て
、
年
内
を
め
ど
に
具

体
的
な
「
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
、

改
革
プ
ラ
ン
案
の
審
議
や
、

市
民
の
目
線
か
ら
市
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
政
改
革
・
創
造

推
進
委
員
会
（
会
長
・
塩
谷
壽
雄
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

が
発
足
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
６
月
９
・
18
日
の
２
回
に
わ
た
り
、
改
革
の
基

本
的
な
方
向
を
示
す
「
基
本
指
針
」
の
素
案
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市
政
改
革�

推 進 委 員 会 を 発 足 �
　 市 民 の 目 線 か ら 提 言 �
推 進 委 員 会 を 発 足 �
　 市 民 の 目 線 か ら 提 言 �

委
員
会
は
、
大
学
や
法
律
、

経
済
関
係
な
ど
幅
広
い
分
野

の
学
識
経
験
者
５
人
と
、
市

民
か
ら
の
公
募
委
員
２
人
の

計
７
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

６
月
９
日
、
初
会
合
の
冒

頭
で
篠
田
市
長
は
、
「
市
政

に
つ
い
て
普
段
感
じ
て
い
る

こ
と
を
率
直
に
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
市
民
に
と
っ
て
、

市
職
員
に
と
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
改
革
に
仕

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

今
回
審
議
し
た
基
本
指
針

の
素
案
で
は
、
「
情
報
公

開
・
提
供
の
推
進
」
「
市
民

参
画
の
推
進
」
「
機
構
・
行

財
政
改
革
」
の
３

つ
を
重
点
改
革
項

目
に
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
推
進
目
標

な
ど
を
示
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て

委
員
か
ら
は
、

「
評
価
の
徹
底
を

重
点
改
革
項
目
に

入
れ
る
べ
き
だ
」

「
情
報
公
開
の
前

に
『
積
極
的
な
』

と
い
う
言
葉
を
加

え
て
ほ
し
い
」

「
市
職
員
の
意
識

初会合で委員を前にあいさつをする篠田市長

各区域ごとの増員選挙の議員定数（計26人）

※おおむね人口１万人に１人。任期は新
潟市議会議員の残任期と同じ

新津市

豊栄市

白根市

亀田町

小須戸町、横越町、岩室

村、西川町、味方村、潟

東村、月潟村、中之口村

6人

5人

4人

3人

各1人

近
隣
市
町
村
と
広
域
合
併
に

つ
い
て
話
し
合
う
同
協
議
会

ゆるやかなスロープの歩道橋

特
例
法
の
定
数
特
例
を
採
用

す
る
」
こ
と
で
合
意
し
ま
し

た
。定

数
特
例
で
は
、
新
潟
市

の
議
員
52
人
は
そ
の
ま
ま
残

り
、
編
入
さ
れ
る
12
市
町
村

の
議
員
は
全
員
失
職
し
ま

す
。
そ
し
て
、
12
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
選
挙
区
を
設
け

て
増
員
選
挙
を
行
い
、
新
た

に
計
26
人
の
議
員
を
選
出
し

ま
す
。

そ
の
結
果
、
合
併
後
の
新

潟
市
議
会
は
78
人
の
議
員
で

構
成
し
、
次
の
選
挙
で
は
さ

ら
に
ス
リ
ム
化
さ
れ
56
人
以

下
に
な
り
ま
す
。


